
⑫ 　その他の場合

１　感覚過敏（例えば音や触覚）がある

２　運動がうまくできなかったり、身体の動きがぎこちない

３　手先が不器用で細かな作業が難しい

４　自分を安定させるため、ぶつぶつ言うなどの行動をとる

５　姿勢の保持ができない

ア　感覚過敏がある場合は、生徒の状況をよく観察し、その辛さを理解し生徒には無理をさせない

イ　嫌な刺激を取り除く

ウ　嫌な刺激をどれだけ我慢すればよいのか見通しを示す

エ　本人、家族の了解のもと生徒が感覚過敏を抱えていることを周囲の生徒に伝え、理解してもらう

オ　感覚過敏で辛い場合、生徒から教師へ申し出るように教える

カ　生徒の運動能力を見極め、生徒のできる範囲の個別の課題や役割を与え、実践させ、評価をする

キ　図や絵を描く、はさみなど道具を使う、文字を書くことに完璧さを求めない

ク　ぶつぶつ言うときのパターンをよく観察し、生徒から事情を聞くことで、生徒の抱える不安を理解し受容す
　　る

ケ　休憩を入れ、ストレッチなどを行い正しい姿勢を意識させる

【２】行動分析および【３】支援例
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